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協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

歯
科
医
院
貸
与

【
所
在
地
】
東
大
阪
市
菱
屋

西
１
-13
-31　

最
寄
り
近
鉄

大
阪
線
「
長
瀬
」
駅

【
条
件
等
】
約
45
㎡
、
金
額

は
面
談
の
上

【
連
絡
先
】
０
９
０
-９
６

９
３
-６
６
９
５
、
☎
・
fax

06
-６
７
２
４
-１
１
２
０

（
佐
多
和
子
）◆

　

掲
載
内
容
の
確
認
や
条
件

な
ど
の
交
渉
は
当
事
者
間
で

お
願
い
し
ま
す
。

　

掲
載
の
お
申
し
込
み
や
お

問
い
合
わ
せ
は
新
聞
部
ま
で

（
☎
06
-６
５
６
８
-７
７
３

１
）

７
月
度
生
涯
研
修

日
時　

７
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

小
野
圭
昭
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯
科
学
講
師
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

フ
ル
デ
ン
チ
ャ
ー
の
臨
床
〜
全
部
床
義
歯
調
整
の
考

え
方
と
方
法
に
つ
い
て
〜

雇
用
対
策
講
習
会

日
時　

７
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
労
士
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

医
院
活
性
化
の
鍵　

正
確
で
上
手
な
就
業
時
間
把
握

と
残
業
計
算

個
別
指
導
対
策
講
習
会

日
時　

７
月
９
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分 

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料

内
容　

 

個
別
指
導
の
対
策
と
、日
常
の
カ
ル
テ
記
載
や
レ
セ

コ
ン
入
力
の
注
意
点
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す

※
『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
２
０

１
０
年
８
月
版
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

指
導
対
策
と
カ
ル
テ
の
書
き
方
注
意
点

三
島
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
16
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

会
場　

 

高
槻
市
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
室
（
Ｊ
Ｒ
「
高

槻
」、
阪
急
「
高
槻
市
」
駅
か
ら
徒
歩
８
分
）

講
師　

 

寺
井
陽
彦
氏
（
大
阪
医
科
大
学
感
覚
器
機
能
形
態
医

学
講
座
口
腔
外
科
学
教
室
講
師
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

50
人

歯
科
に
お
け
る
赤
い
口
腔
カ
ン
ジ
ダ
症

北
河
内
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
16
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
会
議
室
（
各
線
「
天
満
橋
」
駅
す
ぐ
）

講
師　

尾
内
康
彦
氏
（
大
阪
府
保
険
医
協
会
事
務
局
次
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

50
人

患
者
ト
ラ
ブ
ル
対
処
の〝
正
し
い
〞心
構
え

西
部
地
区
講
習
会

日
時　

７
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

江
原
雄
二
氏
（
西
区
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

歯
科
用
Ｃ
Ｔ
の
臨
床
応
用
に
つ
い
て

大阪反核平和医療人の会

脱原発の展望を学ぼう発足１周年
記念講演会

　

大
阪
反
核
平
和
医
療
人
の
会
は
７
月
24
日
、
保
険
医
協
会

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
特
別
講
演
会
を
開
く
。
講
師
は
原
子
核
工

学
の
専
門
家
で
衆
議
院
議
員
の
吉
井
英
勝
氏
（
日
本
共
産

党
）。
福
島
原
発
事
故
の
本
質
と
そ
の
責
任
、
原
子
力
に
代

わ
る
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と
脱
原
発
へ
の
展
望
を

学
ぼ
う
と
企
画
し
た
。
同
会
代
表
世
話
人
・
山
上
紘
志
副
理

事
長
が
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

福
島
第
１
原
発
の
事
故
に

よ
る
被
害
が
拡
大
す
る
な

か
、
国
内
外
で
原
発
に
反
対

す
る
世
論
が
高
ま
っ
て
い

　

大
阪
反
核
平
和
医
療
人
の

会
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で

軍
事
評
論
家
の
前
田
哲
男
氏

を
講
師
に
発
足
１
周
年
記
念

講
演
会
「
日
米
安
保
と
沖
縄

の
米
軍
基
地
」
を
６
月
12

日
、
保
険
医
会
館
で
開
催
し

た
。
44
人
が
参
加
し
た
。

米
軍
の
被
災
地
支
援

背
景
に
安
保
改
定

　

前
田
氏
は
、
95
年
の
阪
神

大
震
災
で
は
動
か
な
か
っ
た

在
日
米
軍
が
東
日
本
大
震
災

る
05
年
〜
06
年
の
「
米
軍
再

編
」
が
背
景
に
あ
る
と
述

べ
、「
ト
モ
ダ
チ
作
戦
」

は
、
在
日
米
軍
再
編
を
受
け

た
新
た
な
日
米
安
保
戦
略
を

実
行
す
る
最
初
の
共
同
作
戦

だ
っ
た
と
指
摘
し
た
。

基
地
集
中
の
沖
縄

国
策
の
被
害
者

　

在
日
米
軍
の
74
％
が
集
中

す
る
沖
縄
は
、「
本
土
決

戦
」
で
の
時
間
稼
ぎ
の
た
め

の
捨
て
石
に
さ
れ
、
本
土
復

帰
後
は
「
安
保
の
要
石
」
と

さ
れ
た
「
国
策
の
被
害
者
」

で
あ
る
と
指
摘
。
今
回
の
福

島
原
発
周
辺
住
民
を
「
国
策

の
被
害
者
」
と
し
て
国
が
責

任
を
持
つ
と
約
束
し
た
の
で

あ
れ
ば
、
沖
縄
の
基
地
周
辺

住
民
に
対
し
て
も
責
任
を
負

う
べ
き
と
し
、
民
主
党
が
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
で
約
束
し
た

「
辺
野
古
移
設
は
し
な
い
」

「
日
米
地
位
協
定
の
見
直

し
」
を
普
遍
化
さ
せ
る
べ
き

と
強
調
し
た
。

災
害
に
対
応
す
る

人
間
の
安
全
保
障
を

　

安
全
保
障
の
問
題
で
は
、

70
年
代
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
」、
80
年
代
の
「
食

料
安
全
保
障
」、２
０
０
０
年

代
は
「
環
境
の
安
全
保
障
」

と
い
っ
た
「
敵
」
を
想
定
し

な
い
地
球
規
模
の
安
全
保
障

論
の
変
遷
に
つ
い
て
言
及
。

こ
れ
か
ら
は
、
自
然
災
害
の

「
脅
威
」に
も
対
応
す
る
「
安

全
保
障
」
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
強
調

し
た
。
そ
の
上
で
、
安
全
保

障
を
「
さ
ま
ざ
ま
な
脅
威
か

ら
国
民
を
守
る
」
と
定
義
す

る
な
ら
ば
、
他
国
の
侵
略
の

脅
威
よ
り
も
地
震
や
津
波
と

い
っ
た
自
然
災
害
の
脅
威
の

方
が
大
き
い
と
指
摘
し
、
軍

事
的
な
安
全
保
障
よ
り
自
然

災
害
な
ど
か
ら
国
民
生
活
を

守
る
た
め
に
、
自
衛
隊
の
再

編
・
活
用
な
ど
も
含
め
て
体

制
を
構
築
す
べ
き
と
し
、
憲

法
９
条
だ
け
で
な
く
、
25
条

の
生
存
権
も
含
め
た
非
軍
事

的
な
「
人
間
の
安
全
保
障
」

の
必
要
性
を
訴
え
た
。

る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
電
話
世
論
調

査
で
、
原
子
力
発
電
所
を
今

後
「
減
ら
す
べ
き
」
と
「
す

べ
て
廃
止
す
べ
き
」
だ
と
す

る
回
答
の
合
計
が
65
％
を
占

め
た
。
朝
日
新
聞
の
同
調
査

で
も
、「
原
発
を
段
階
的
に

減
ら
し
、
将
来
は
や
め
る
こ

と
」
に
は
74
％
が
賛
成
。
風

力
や
太
陽
光
な
ど
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
「
原
子
力
に
と

っ
て
か
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

な
る
と
思
う
か
」
と
の
問
い

に
は
64
％
が
「
な
る
と
思

う
」
と
答
え
た
。
一
方
、
イ

タ
リ
ア
の
原
発
反
対
の
国
民

投
票
で
は
、

反
対
票
は
95

％
近
く
に
な

り
、
脱
原
発

政
策
の
維
持

が
決
ま
っ

【
日
時
】
７
月
24
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

【
場
所
】
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

【
定
員
】
１
５
０
人

【
申
込
】 

協
会
事
務
局 

（
☎
06
―
６
５
６
８

―
７
７
３
１
）

た
。
ド
イ
ツ
で
は
「
日
本
の

よ
う
な
技
術
力
が
高
い
国
で

も
原
子
力
の
リ
ス
ク
は
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
不
可
能
だ
」
と
し

て
、
２
０
２
２
年
ま
で
の
原

発
撤
退
計
画
と
関
連
法
案
を

メ
ル
ケ
ル
首
相
が
議
会
に
提

出
し
た
。
ス
イ
ス
は
34
年
ま

で
に
原
発
を
廃
止
す
る
方
向

に
転
じ
た
。

　

国
会
で
吉
井
氏
は
何
度
も

原
発
の
「
想
定
内
」
の
問
題

を
と
り
あ
げ
て
き
た
。
原
発

の
「
安
全
神
話
」
が
崩
壊
し

た
い
ま
、
核
の
な
い
未
来

へ
、
原
発
抜
き
の
日
本
は
い

か
に
し
て
可
能
か
を
と
も
に

学
び
た
い
。

女性医師・歯科医師の会夏休み特別企画のご案内

親子劇場「文楽を楽しむ会」
【日時】７月31日（日）午前11時開演※午前10時30分開場
【会場】国立文楽劇場
　　　（地下鉄・近鉄「日本橋」駅下車７号出口より東へ徒歩１分）
【費用】協会割引料金（一般4200円、学生2000円、中学生以下1500円）
【定員】20人（先着順）
【内容】 演目「日高川入相花王（ひだかがわいりあいざくら」「舌切雀

（したきりすずめ）」※終了後、舞台裏見学あり
【申込】 住所、医療機関名、参加者全員の氏名とチケット枚数、連絡先

TEL、FAXを明記の上、協会事務局（Fax06-6568-0564）までフ
ァクスください　※７月22日必着

で
は
自
衛
隊
と

の
共
同
行
動

「
ト
モ
ダ
チ
作

戦
」
を
実
施
し

た
こ
と
に
触

れ
、
二
つ
の
震

災
で
の
対
応
の

違
い
は
事
実
上

の
「
安
保
条
約

改
定
」
と
い
え

非
軍
事
に
よ
る
人
間
の
安
全
保
障
を

軍事より災害の脅威への
安全保障を訴える前田氏

吉井英勝氏略歴
1942年生。京都大学工学部原子核
工学科卒。90年大阪旧４区から衆
議院初当選。日本共産党中央委
員、党原発・エネルギー問題委員
長など。

核のない未来へ 原発抜きの日本はいかにして可能か核のない未来へ 原発抜きの日本はいかにして可能か


